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月定 例 議 会999
平
成
23 
年
度

決
算
概
要

認定

　

平
成
24
年
７
月
26
日
〜
８
月
８
日
の
９
回
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
決
算
審
査
を
踏
ま
え
、
代
表
監
査
委
員
の
渋
谷
正
誼
氏
か

ら
審
査
結
果
の
報
告
が
な
さ
れ
、
全
て
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

◎みなかみ町基金の状況（一般会計）（単位：万円）　　
※千円以下切り捨て

基　金　名 前期末残高
決算年度中
増嵩（利子等）

決算年度中
取り崩し額

決算年度末
現　在　高

財政調整基金 274,619 35,143 0 309,762

減債基金 43,255 32 0 43,288

地域福祉基金 8,955 4 0 8,959

ふるさと農村活性化基金 1,953 1 0 1,954

教育環境整備基金 1,876 0 0 1,876

特殊車等維持購入基金 3,212 1 0 3,213

高畠牧場災害防止等整備基金 4,187 5 166 4,026

奥利根アメニティ維持管理基金 6,874 3 0 6,877

地場産業振興基金 1,000 1,000 0 2,000

教育基金 3,700 1 1,180 2,522

公共施設管理基金 0 36,000 0 36,000

スポーツ・健康まちづくり振興基金 0 5,000 0 5,000

国際化政策基金 0 3,000 0 3,000

有害鳥獣対策基金 0 10,000 0 10,000

みなかみ・水・「環境力」基金 224 35 0 259

合併振興基金 152,709 21,196 0 173,905

土地開発基金 1,048 0 0 1,049

奨学基金 2,000 340 340 2,000

種畜貸付譲渡基金 1,800 466 466 1,800

協働のまちづくり活動貸付基金 1,000 379 379 1,000

計 508,412 112,608 2,530 618,490

◎健全化判断比率等の状況一覧
１．健全化判断比率（単位：％）
　健全化法においては、地方公共団体の財政の早期健全化や再生の必要性を判断するための
ものとして、以下の4つの財政指標が「健全化判断比率」として定められています。
　早期健全化基準以上の場合、自主的な改善努力による早期の財政健全化が求められます。

●実質赤字比率（みなかみ町は赤字なし）
　最も主要な会計である「一般会計」等に生じている赤字の大きさを、財政規模に対する割合で
表したものです。

●連結実質赤字比率（みなかみ町は赤字なし）
　全会計に生じている赤字の大きさを、財政規模に対する割合で表したものです。

●実質公債費比率
　借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、財政規模に対する割合で表したものです。

●将来負担比率
　借入金（地方債）など現在抱えている負債の大きさを、財政規模に対する割合で表したも
のです。
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一
般
会
計
決
算
状
況
※
�
内
は
前
年
度
の
額

特
別
会
計
決
算
状
況

※金額は四捨五入のため、
　合計と一致しない場合が
　あります。

月定 例 議 会999

自

主

財
源

依 存

財

源

0 5 10 15 25 300510153035 （億円）

国民健康保険

後 期
高 齢 者 医 療

介 護 保 険

下 水 道 事 業

利根沼田広域
観光センター

スキー場事業

自 家 用 有 償
バ ス 事 業

温 泉 事 業

水 道 事 業
収益的収支

資本的収支

33億1594万円

2億4614万円　　

19億1232万円

9億8393万円

809万円

1368万円

624万円

3558万円 

4億6337万円　 　　 

1億3382万円　

28億6317万円

　　2億3165万円

18億9310万円

9億3776万円

809万円

1368万円

624万円

 3558万円

　　　  4億3551万円

　　2億4219万円

歳　入 歳　出

23年度 23年度

22年度 22年度

歳出総額

133.4億円
（148.3億円）

歳入総額

142.8億円
（157.1億円）

グラフ凡例

総務費
19億1602万円
（18億9153万円）

商工費 3億9002万円
（4億500万円）

消防費 4億7663万円
（4億3849万円）

土木費
19億3520万円
（18億2913万円）

町　税
38億4425万円
（39億2097億円）

交付金等
74億1867万円
（82億9950万円）

町債
（町の借金）
16億4470万円

（21億9470万円）　　

民生費
（福祉関係）
22億7816万円
（22億5653万円）

教育費　　　
16億3193万円　　
（28億4027万円）

公債費
（借金の返済）
23億4079万円
（28億430万円）

繰越金
5億2598万円
（3億7833万円）

地方譲与税
2億1809万円
（2億2046万円）

諸収入 1億3267万円（1億4785万円）

衛生費
12億2930万円
（12億673万円）

農林水産業費 9億813万円
（8億4601万円）

分担金及び負担金
1億8813万円
（2億1787万円）

使用料及び手数料
2億4129万円
（2億4654万円）

議会費 1億1961万円
（8804万円）

その他
計1億1375万円
（2億2417万円）
災害復旧費
労働費
諸支出金

財産収入・寄附金・繰入金
その他 計1億1375万円（7994万円）

◎決算審査結果 6つの課題（決算審査意見書より）

1.�滞納繰越額を増やさない対応。
2.�地方交付税合併算定替の増額分の減少及び0円の早めの対処。
3.�「みなかみ町公共施設の統廃合等検討委員会」の意見を真撃
に対処、実行。不要資産の見直し、賃貸借固定資産の見直し。
4.�第3セクタ一等関係団体について、これまで同様に補助金・委

託契約の見直し。
5.�職員減少に対応するため、行政評価や人事評価制度を効果的
に機能させる。
6.�企業との協同によるまちづくりについて、地域の人たちとの
連携をとる手法の確立や活性化で、今後の事業展開に期待。
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項　　目 補　正　額 主　　　な　　　内　　　容 総　　　額

一 般 会 計 723,188

普通交付税／259,000　　繰越金／257,000
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金／13,000
緊急雇用創出基金事業補助金／16,000　ほか

公共施設管理基金積立金／200,000
大峰牧場運営費／47,000
たくみの里施設管理費／25,000
小規模土地改良費／27,000
湯桧曽公園管理運営費／27,000
うららの郷集会施設整備費／26,000
土地開発公社運営支援事業／190,000　ほか

13,555,737

　

特
別
会
計　

介 護 保 険 2,012 歳入　繰越金／▲8,000歳出　予備費／▲7,000 1,950,012

下水道事業 30,900 歳入　繰越金／30,900歳出　台帳業務委託料／12,500　　修繕料／9,500 1,020,900

水道
事業

資
本
的

収入 4,800 繰越金／4,800 890,160
支出 5,000 機械及び装置購入費／3,000　　工事請負費／2,000 431,895

24年度補正予算（9月補正／全会一致可決）　単位:千円

●利根西部福祉作業所条例の一部改正　●町水道料金審議会条例の一部改正

●町猿ヶ京温泉給湯施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

●町公平委員の選任

　次の方が選任されました。　黒田克己さん（湯原）

●町教育委員会委員の任命

　次の方が任命されました。　根津公安さん（月夜野）

●（発議）議員派遣の件について

7件（すべて全会一致可決）

歳　

入

歳　

出

№ 件　　　　　　　名 提　　　出　　　者 付託委員会 審議結果

請
願４ オスプレイ配備の撤回を求める請願書

利根沼田平和委員会
会長　佐藤 卓三

総務文教 継続審査

陳
情１

「緊急事態基本法」の早期制定を求める
意見書提出を求める陳情（3月議会より継
続）

アジアと日本の平和と安全を守る
群馬県フォーラム
新井 英志

総務文教 不 採 択

要
望
書
等

みなかみ町における震災瓦礫処理について 菅原 夏実 （資料配布）

地球温暖化対策に関する「地方財源を確
保・充実する仕組み」の構築を求める意見
書の採択について

全国森林環境税創設促進議員連盟
会長　板垣 一徳

（資料配布）

諏訪峡遊歩道の通行止め解除について
水上観光ガイド協会
会長　今井　弘

（資料配布）

諏訪峡遊歩道の通行止め解除について
水上地区まちづくり協議会
会長　福井　誠

（資料配布）

垂直離着陸機オスプレイ沖縄配備と飛行訓
練の中止を求める意見書採択に関する請願

群馬県平和運動センター
代表委員　猪上 輝雄　他6人

（資料配布）

脱原発を求める意見書採択に関する請願
群馬県平和運動センター
代表委員　猪上 輝雄　他6人

…… （資料配布）

月定 例 議 会999

その他議案
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●みなかみ町鳥獣被害対

策実施隊条例の制定

（全会一致可決）

補正額 主　　な　　内　　容 総　　　額

6,150 歳入　財政調整基金繰入金／6,150
歳出　賦課徴収費還付金／6,150 12,832,549

24年度一般会計補正予算
（7月補正／全会一致可決）　単位:千円

●人権擁護委員の候補者の推薦

　次の方が推薦されました。　澤田久子さん（後閑）　　　　　　　　　（全会一致同意）

●公社の経営状況

◇株式会社水の故郷　◇株式会社月夜野振興公社　◇月夜野クラフトビール株式会社

◇株式会社猿ヶ京温泉夢未来

●平成23年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率

月定 例 議 会999
●町アウトドアスポーツ振興条例の制定

　みなかみ町は、広大な森林や谷川岳に象徴される多くの山々、清らかに流れゆく利根川

や赤谷川など豊かな自然に恵まれ、美しい景観を有しており、アウトドアスポーツ活動に

適した地域である。

　自然とのふれあいを求め、アウトドアスポーツを体験する多くの人々が訪れるようにな

り、アウトドアスポーツはみなかみ町の活性化及び魅力ある地域づくりに大きく貢献して

いる。

　私たちは、このみなかみ町の豊かな自然に感謝するとともに、みなかみ町がアウトドア

スポーツ活動に適した日本一の地域であることを自覚し、これにふさわしい地域づくりに

努める必要がある。

　一方、アウトドアスポーツは時として、自然環境や地域住民の生活、産業活動などへ負

の影響を及ぼす面があり、また、常に危険が伴うことから、これらに対する取り組みが求

められている。

　ここに、自然環境を保全し、アウトドアスポーツを安全に楽しめる環境を整え、地域住

民の生活との協調及び関連する産業の活性化を図るとともに、アウトドアポーツの振興に

取り組むため、この条例を制定する。

イベントを行うのに町長の承認を受けなければならない

というのは、日本の憲法から考えるとおかしいと思いま

す。

承認については、町の不名誉になる行為を発生させない

ために必要と思います。

（賛成16 反対1 可決）

件　　　　名 提　出　者 付託委員会 審議結果

要望書 利根商業高等学校の中高一貫化に関する要望書
沼田商工会議所
会頭　横山 公一

─ （資料配布）

町アウトドアスポーツ振興条例を制定

─
討　

論
─

発　議

諮問・報告

議　案

7 月 臨 時 議 会
平成24年7月25日

島崎栄一議員

前田善成議員

反対

賛成
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悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉視察報告

悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉視察報告

厚生常任委員会

産業観光
常任委員会

8/21

7/4-5,21   8/3,7

　桐生市黒保根町・邑楽郡板倉町

・アメニティパークの課題と
これからの運営を念頭に

　　町内視察・川場村・山形県飯豊町

・誘客態勢の強化
・豪雨災害

板倉町資源化センターの内部熱分解温水装置（せせらぎの湯）

町道前原北原線の被災状況台湾観光客誘客について説明を受ける（飯豊町）

●
水
沼
駅
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
の
湯
」

●
板
倉
町
資
源
化
セ
ン
タ
ー

　　　【7月4〜5日】●山形県飯豊町
　　　【7月12日】●ラフティング体験
　　　　　　　　　…（うのせ〜銚子橋）

【8月3日】●豪雨被害箇所
　　　　　……（名胡桃地区など）
【8月7日】●新設サッカー場（川場村）



悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉

悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉

みなかみ議会だより（第29号）6

◆
耐
震
整
備
が
出
来
て
い
な

い
こ
と

◆
民
営
化
に
よ
る
こ
ど
も
園

の
方
向
で
協
議

○
六
月
二
十
一
日

　

�

月
夜
野
保
育
園
運
営
者
で

あ
る
社
会
福
祉
法
人
三
峰

会
理
事
長
と
園
長
の
出
席

を
賜
り
意
見
交
換

○
七
月
十
一
日

　

�

月
夜
野
地
区
幼
保
に
つ
い

て
は
、
こ
ど
も
園
と
し
、

社
会
福
祉
法
人
三
峰
会
に

運
営
を
お
願
い
し
た
い
方

向
で
全
会
一
致
に
よ
り
決

定
○
八
月
三
日

　

�

こ
の
決
定
を
受
け
て
町
当

局
よ
り
三
峰
会
へ
正
式
要

請
◆
建
設
候
補
地

○
八
月
十
七
日

　

�

町
有
地
四
箇
所
、
民
有
地

一
箇
所
の
現
地
視
察

　教育環境特別委員会 中間報告（抜粋）
報告：委員長 髙橋市郎　
平成24年9月12日　　　

早急に取り組むべき案件から着手
─月夜野地区幼稚園・保育園─

　

七
月
三
十
・
三
十
一
日
に
、
東
京
都
内
に
お
い
て
開
か
れ
た
研
修

会
に
参
加
し
、
読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
す
る
た

め
の
講
義
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

全国町村議会広報研修会
に参加しました

子ども園化に向け協議が進む（月夜野保育園）
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悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
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8/8-12

9/21-26

10/23

タイ王国洪水現地調査

台湾エージェント訪問

議員海外調査及び
中学生海外派遣事業
報告会

域違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違育

域違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違育

参加者　議員8名　事務局1名　町当局2名

訪問先　ラジャバット大学付属中学校

　　　　国際協力事業団

　　　　日本国駐タイ王国大使館

　　　　貿易振興機関

　　　　バンコク日本商工会議所

　　　　ロジャナ工業地帯

午後７時〜午後９時

　カルチャーセンター

参集者　約120名

参加者　議員6名　事務局1名　町当局3名

訪問先　多田國際廣告企劃有限公司訪問

　　　　台北市政府観光局訪問

　　　　桃園縣政府観光局訪問

　　　　対エージェント、みなかみ町観光PR

　　　　　　（台北市内ホテルにて）

　

個
別
報
告
の
後
、
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
へ
参
加

し
た
中
学
生
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
な
ど
し
て
報
告
会
を
行

い
ま
し
た
。

悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉海外視察研修

タ
イ
国
日
本
大
使
館
前
で

み
な
か
み
の
中
学
生
と
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

4人が質問を行いました。

主　な　内　容

◦阿部　賢一 1いじめの現状と対策について　……………………… 9

◦島崎　栄一 1みなかみ農村公園公社の

　出資金２億円について　……………………………10

2柏崎原発について

◦前田　善成 1町の体育施設を活用した観光誘致について　……11

2住民の災害避難対策の方向性について

◦原澤　良輝 1食品検査について　…………………………………12

2町独自の国保税免除について

3みなかみ農村公園公社の正味財産の扱いについて

○一般質問とは
　議員が町の行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の

表明を求めるものです。

　執行機関の政治姿勢を明らかにし、それに対する政治責任を明確にさ

せたり、結果として、現行の政策を変更、是正させあるいは新規の政策

を採用させるなどの目的と効果があります。

　定例会のみで行われ、現在、みなかみ町議会での一般質問の時間は、

一人50分までとなっています。
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一般質問 町政を問う

阿
部　

賢
一
議

　
　員

学
校
・
教
委
・
保
護
者
で
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

い
じ
め
問
題
に町で

は
ど
う
対
応
す
る
の
か

滋賀の事件を機にいじめの深刻な実態がクローズアップされている

問
上
毛
か
る
た
に
登
場

す
る
塩
原
太
助
翁
や

天
下
の
義
人
茂
左
衛
門
を
教

材
と
し
て
は
。

答
　
　
　
　

小
学
校
で

は
「
上
毛
か
る
た
」

に
出
て
く
る
人
を
使
っ
て
授

業
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
々
あ
り
ま
す
。
地
域
に
身

近
な
人
物
な
の
で
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

問
平
成
二
十
二
年
度

の
「
楽
し
い
学
校

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
、
小
学
校

八
八
％
、
中
学
校
九
五
％
で

し
た
。
残
り
の
数
％
は
何
が

原
因
か
精
査
し
ま
し
た
か
。

答
　
　
　
　

二
十
三
年

度
は
少
し
良
く
な
っ

て
お
り
、
不
満
を
持
っ
て
い

る
子
供
の
数
は
減
少
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

原
因
の
実
態
は
つ
か
ん
で

い
ま
せ
ん
が
、
不
登
校
者
数

の
減
少
と
も
関
わ
り
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

件
数
は
小
学
校
で
一
件
で
す
。

二
十
四
年
度
は
毎
月
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

所
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
つ
の
時
代
も
い
つ

で
も
い
じ
め
に
近
い

問
題
は
発
生
し
て
い
る
と
言

う
こ
と
を
心
に
と
め
て
お
い

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
学
校
が

一
番
安
心
で
安
全
な
場
所
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
じ
め
が
発
生
し
た
と
き

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
？

答
　
　
　
　

痛
ま
し
い

事
件
で
あ
り
、「
い

じ
め
」
の
定
義
も
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
学
校
・
教
育
委

員
会
・
保
護
者
が
一
体
と
な

り
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
い
う
趣
旨
の
強
い
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
す
。

教
育
長

問
道
徳
教
育
の
現
状
は
。

答
　
　
　
　

小
学
校
一

年
か
ら
中
学
校
三
年

ま
で
年
間
三
十
五
時
間
設
け

て
い
ま
す
。

　

道
徳
的
な
心
情
や
実
践
力

を
深
め
る
と
い
う
大
き
な
目

標
、
さ
ら
に
は
自
分
の
生
き

方
を
考
え
る
時
間
に
し
て
貰

い
た
い
。
学
校
教
育
の
場
面

場
面
が
全
て
道
徳
教
育
な
ん

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
こ
と
・
他
人

と
の
関
わ
り
・
自
然
や
崇
高

な
も
の
・
集
団
や
社
会
と
の

関
わ
り
を
、
四
つ
の
柱
と
し

て
指
導
し
て
い
ま
す
。
生
命

の
尊
重
、
人
権
尊
重
の
視
点

か
ら
、
し
っ
か
り
勉
強
さ
せ

て
ほ
し
い
と
、
各
校
に
指
示

し
て
い
ま
す
。

教
育
長

で
し
た
。
そ
れ
以
降
の
い
じ

め
に
値
す
る
事
案
は
何
件
で

す
か
？答

　
　
　
　

二
十
三
年

度
に
お
け
る
認
知

教
育
長

教
育
長

問
い
じ
め
る
側
も
い
じ

め
ら
れ
る
側
も
将
来

あ
る
子
供
達
で
あ
り
、
こ
の

国
を
背
負
っ
て
い
く
子
供
達

で
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
い
じ
め
の

存
在
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
深
刻
に
受
け
止

め
、
責
任
を
持
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
に
お
い
て
は
、
二
十
二

年
度
の
認
知
件
数
が
十
七
件
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一般質問 町政を問う

出資の性質上返還求められない

農村公園公社への出資金
返還させ損失補填を

町長

一般財団法人に移行した農村公園公社

島
崎　

栄
一
議

　
　員

の
で
、
そ
の
二
億
円
を
町
に

返
還
さ
せ
、
う
ら
ら
の
郷
の

補
填
に
使
う
の
が
良
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
町
か
ら

三
〇
〇
〇
万
円
ほ
ど
の
お
金

が
農
村
公
園
公
社
に
渡
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
さ
ら
に
町

の
出
資
し
た
二
億
円
ま
で
農

村
公
園
公
社
に
使
わ
せ
る
の

は
、
明
ら
か
に
や
り
す
ぎ
だ

と
思
い
ま
す
。

　

町
に
二
億
円
を
返
還
さ
せ
、

う
ら
ら
の
郷
の
損
失
を
補
填

し
ま
し
ょ
う
。

答
　
　
　

新
治
農
村
公

園
公
社
の
設
立
に
あ

た
っ
て
の
二
億
円
は
、
株
式

会
社
等
へ
の
出
捐
金
で
、
出

資
金
と
は
全
く
違
い
ま
す
。

返
還
を
求
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
で
す
。

問
町
に
寄
付
す
る
と
い

う
形
で
返
す
こ
と
は

可
能
で
は
。

答
　
　
　

農
村
公
園
公

社
に
出
し
た
出
捐

金
と
い
う
お
金
の
性
質
か
ら
、

返
せ
と
い
う
権
利
は
あ
り
ま

せ
ん
。

町
長

町
長

問
う
ら
ら
の
郷
は
四

三
％
の
値
下
げ
を
行

い
、
完
売
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
所
で
す
。

　

値
下
げ
は
仕
方
な
い
こ
と

な
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
で

一
億
六
千
万
円
ほ
ど
町
が
補

填
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
の
販
売
経
費
や
利
子

負
担
、
値
下
げ
の
補
填
を
合

わ
せ
れ
ば
、
軽
く
二
億
円
を

超
え
る
損
失
を
町
が
被
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、
み
な
か

み
農
村
公
園
公
社
に
は
、
町

か
ら
の
出
資
金
が
二
億
円
あ

り
ま
す
。
農
村
公
園
公
社
が

一
般
財
団
に
移
行
し
ま
し
た

■
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

再
稼
働
に
対
す
る
町
の
意
思
は

問
柏
崎
刈
羽
原
発
は
、

町
か
ら
直
線
距
離
に

し
て
八
〇
㎞
。
冬
の
風
向
き

か
ら
、
事
故
が
起
こ
れ
ば
み

な
か
み
町
に
人
が
住
め
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

柏
崎
刈
羽
原
発
に
は
津
波

対
策
の
堤
防
が
あ
り
ま
せ
ん
。

二
〇
〇
七
年
の
新
潟
県
中
越

沖
地
震
で
は
施
設
が
壊
れ
ま

し
た
。

　

発
電
の
経
済
性
で
言
え
ば
、

最
も
コ
ス
ト
が
安
い
の
は
水

力
発
電
。
次
に
安
い
の
は
、

石
炭
火
力
発
電
所
で
す
。
最

近
は
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に

よ
り
天
然
ガ
ス
火
力
発
電
も

コ
ス
ト
が
下
が
っ
て
き
ま
し

た
。
発
電
コ
ス
ト
は
原
子
力

発
電
よ
り
火
力
発
電
の
方
が

安
い
よ
う
で
す
。

　

原
発
は
非
常
に
リ
ス
ク
の

高
い
も
の
で
す
。
町
長
は
新

潟
県
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼

働
に
賛
成
か
反
対
か
と
聞
か

れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
答

え
る
の
で
す
か
。

答
　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
国
が
責
任
を

持
つ
も
の
で
、
地
方
自
治
体

の
意
見
の
積
み
上
げ
で
決
め

る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 町

長
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一般質問 町政を問う

前
田　

善
成
議

　
　員

効
果
的
な
方
法
を
勉
強
し
た
い

町
長

町
内
の
体
育
施
設
Ｐ
Ｒ
し

観
光
振
興
に
繋
げ
て
は

問
非
常
時
の
設
備
に
大

き
な
投
資
は
や
り
に

く
い
も
の
で
す
が
、
有
事
の

際
、
誰
に
で
も
簡
単
に
間
違

い
な
く
伝
わ
る
事
が
大
切
で

す
。

　

自
分
の
耳
で
聞
け
、
被
災

地
で
多
く
の
実
績
が
あ
る
、

防
災
無
線
を
全
町
に
整
備
す

る
考
え
は
。

答
　
　
　

新
し
い
シ
ス

テ
ム
の
開
発
状
況
を

見
な
が
ら
、
防
災
無
線
も
含

め
検
討
し
た
い
。

町
長

問
都
市
部
の
運
動
施
設

の
需
要
を
考
え
る

と
、
町
の
体
育
施
設
は
、
前

橋
並
み
の
施
設
を
有
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
観
光
に
活

用
す
る
施
設
を
決
め
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　

川
場
は
、
人
気
施
設
と

セ
ッ
ト
化
で
休
止
施
設
の
活

用
と
宿
泊
の
集
客
に
つ
な
げ
、

施
設
の
自
主
運
営
を
し
て
い

ま
す
が
、
観
光
協
会
等
と
合

宿
用
に
体
育
施
設
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
考
え
は
。

答
　
　
　

施
設
の
効
果

的
な
活
用
、
組
み

合
わ
せ
を
積
み
上
げ
、
人
気

施
設
以
外
の
施
設
を
生
か
し
、

集
客
に
つ
な
げ
て
い
く
方
法

を
勉
強
し
た
い
。

町
長

町
内
の
体
育
施
設
は
都
会
か
ら
見
て
も
水
準
が
高
い

（
上:

寺
間
運
動
公
園
野
球
場
／
下:

総
合
体
育
館
）

■
災
害
時
の
避
難
対
策

防
災
無
線
を
整
備
し
て
は

問
ス
キ
ー
場
も
町
の
基

幹
産
業
で
す
。
さ
ら

な
る
誘
客
の
活
用
法
で
、
ノ

ル
ン
ス
キ
ー
場
を
サ
マ
ー
ゲ

レ
ン
デ
化
す
る
協
力
、
ま
た

赤
沢
ス
キ
ー
場
は
安
価
で
国

際
公
認
の
モ
ー
グ
ル
ゲ
レ
ン

デ
化
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

を
行
う
考
え
は
。

　

さ
ら
に
は
、
赤
沢
と
苗
場

を
連
携
さ
せ
、
町
民
に
夢
を

与
え
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

モ
ー
グ
ル
競
技
の
誘
致
を
行

い
、
集
客
に
繋
げ
る
考
え
は
。

答
　
　
　

ノ
ル
ン
は
今

ま
で
と
同
様
な
形
で

や
っ
て
い
き
た
い
。

　

赤
沢
は
、
方
向
性
は
理
解

で
き
る
の
で
ス
キ
ー
場
の
運

営
方
法
、
投
資
策
を
含
め
、

活
性
化
委
員
会
の
考
え
を
踏

ま
え
検
討
し
た
い
。

　

貴
重
な
提
案
を
い
た
だ

き
、
そ
の
方
向
で
努
力
し
て

い
き
た
い
。

町
長
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一般質問 町政を問う

■
国
民
健
康
保
険
税

町
独
自
の
免
除
・
減
免
施
策
を

■
農
村
公
園
公
社
の
出
資
金

町
の
公
益
に
使
わ
れ
る
よ
う
指
導
を

原
澤　

良
輝
議

　
　員 現行の半量も検討したい

食品の放射能検査
サンプル量が多すぎないか

問
貧
困
と
格
差
が
広
が

り
、
低
所
得
世
帯
が

増
え
て
い
ま
す
。
生
活
保
護

世
帯
と
滞
納
世
帯
の
状
況
は

ど
う
で
す
か
。

答
　
　
　

滞
納
者
は

八
一
三
人
で
課
税
者

の
一
〇
．
七
％
で
す
。

答
　
　
　
　
　

生
活
保

護
世
帯
は
六
八
世
帯

で
す
。
国
保
に
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

町
長

税
務
課
長

放
射
能
検
査
の
様
子

　左
の
容
器
に
試
料
を
入
れ
測
定
す
る

（
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
）

問
町
民
は
自
分
が
食
べ

る
食
品
の
安
全
に
関

心
が
あ
り
ま
す
。
放
射
能
検

査
に
一
㎏
の
試
料
は
多
す
ぎ

ま
す
。答

　
　
　

検
査
用
食
材

を
用
意
す
る
の
は
大

変
と
思
う
の
で
、
五
〇
〇ｇ

も
検
討
し
た
い
。

町
長

答
　
　
　

公
益
法
人
認

定
法
に
基
づ
き
、
県

と
協
議
し
て
公
益
的
目
的
を

持
っ
て
や
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
逐
次
、
町
に
相
談

は
受
け
て
い
ま
す
。

町
長

町長

問
新
治
農
村
公
園
公
社

が
法
改
正
で
、
公
益

事
業
が
主
体
で
な
い
、
み
な

か
み
農
村
公
園
公
社
に
な
り

ま
し
た
。

　

町
出
資
の
二
億
円
は
全
町

の
公
益
事
業
に
使
い
、
残
額

は
町
に
寄
付
を
す
る
指
導
を
。

問
値
上
げ
前
二
〇
〇
〜

三
〇
〇
人
だ
っ
た
の

が
六
〇
〇
〜
八
〇
〇
人
に
急

増
し
ま
し
た
。
国
保
会
計
は

基
金
も
二
．
二
億
円
積
立
て

た
う
え
、
四
．
五
億
円
の
黒

字
で
す
。

　

国
保
の
滞
納
者
割
合
は
沼

田
市
二
．
四
％
、
川
場
村
・

昭
和
村
五
．
三
％
に
比
べ
非

常
に
高
い
。
国
保
税
は
高
す

ぎ
ま
す
。

　

国
保
法
に
基
づ
く
税
の
減

免
条
例
が
町
民
に
わ
か
り
に

く
い
の
で
、
生
活
困
難
者
が

利
用
で
き
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
生
活
保
護
水

準
の
一
．
二
〜
一
．
四
倍
の

所
得
世
帯
に
減
免
を
適
用
し

て
く
だ
さ
い
。

答
　
　
　

国
保
税
は
所

得
に
よ
り
七
〜
二
割

の
減
額
を
し
て
い
ま
す
。

答
　
　
　
　
　

離
職
、

失
職
時
等
に
減
免
を

し
て
い
ま
す
。
払
え
る
能
力

が
な
い
、
生
活
保
護
基
準
以

下
は
執
行
を
停
止
し
て
い
ま

す
。

町
長

税
務
課
長
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●●●●●●●●●イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

当町「議会だより」
が注目される

─2市町の視察受け入れ─

葉山町：
　広報研修委員6名、事務局1名
　人口32,777人、世帯数12,645（H24.4.1現在）
　　議員数14人（H23.5〜　内男7人、女7人）
　　　平均年齢58.2歳（H24.4.1現在）
　　広報委員6人（H23.5〜　内男3人、女3人）
　　発行部数　14,500部

稲敷市：
　広報研修委員7名、事務局1名
　人口45,543人、世帯数15,550（H24.4.1現在）
　　議員数22人（H22.12〜）
　　　平均年齢60.1歳（H24.4.1現在）
　　広報委員6人（H23〜）
　　発行部数　15,200部

みなかみ町：
　人口21,727人、世帯数8,202（H24．3月末現在）
　　議員数18人（H22.4〜）
　　　平均年齢58.4歳（H24.5末現在）
　　広報委員6人（H24.6〜）　発行部数　8,200部�

知って
いますか

み
な
か
み
18
湯

水上／谷川／うのせ
湯桧曽／向山／宝川
湯ノ小屋／上の原 

上牧／真沢／奈女沢／月夜野

法師／川古／湯宿
赤岩／猿ヶ京
高原千葉村

全国市町村議会議長会編集の議員研修誌に「みなかみ議会だより」
が紹介され、「みなかみ議会だより」について、視察をされました。

　み
な
か
み
町
に
は
十
八
も
の
温
泉
地
が
あ
り
ま
す
（
群
馬
県
最
大
数
）。

　泉
質
や
温
度
も
違
い
、
各
地
域
の
温
泉
文
化
が
根
付
い
た
特
徴
あ
る
温
泉
地
ば
か

り
。
好
み
の
温
泉
地
で
身
も
心
も
ホ
カ
ホ
カ
に
温
ま
り
ま
し
ょ
う
。

7/12 8/2神奈川県
葉山町

茨城県
稲敷市

葉山町議会の広報委員を迎えて

情報提供：みなかみ町観光協会
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９　

月

13（木）中野区調印式（東京）
15（土）小野里元県議叙勲祝賀会（松の井）
23（日）台北視察（〜26）
28（金）関口橋開通式

議会だより編集特別委員会

1（月）県議長会役員会（金盛館）
産業観光常任委員会視察（諏訪峡遊歩道）

2（火）利根地方総合開発協会陳情行動（県庁）
3（水）新三国トンネル期成同盟会総会（新治支所）
4（木）平和式典（カルチャー）

利根招魂祭（英霊殿）
都市間交流実行委員会（カルチャー）

5（金）駅名変更要望（JR高崎支社）
6（土）ホタルが生息する環境づくり体験教室（改善センター）
7（日）谷川岳閉山式

昭和の秋まつり
9（火）町長杯争奪戦GB大会（月夜野GB）

総務文教常任委員会視察（〜10、長野県栄村）
10（水）温泉本発刊記念祝賀会（猿ヶ京ホテル）
11（木）利根郡町村議員事務局長研修会（〜12、老神）
12（金）議会だより編集特別委員会
13（土）全国川サミットIN取手（〜14）

10　

月

全国地域安全運動利根沼田地区（カルチャー）
14（日）消防団秋季点検（総合グランド）
15（月）定例議長会

広域圏議員協議会（文化会館）
16（火）老人クラブスマイルボーリング大会（総合体育館）
17（水）埼玉県白岡町視察来町
18（木）全国源流サミット（〜20、高知県）
21（日）福祉ふれあいフェスティバル（保健福祉センター）
22（月）利根郡議長会ゴルフ（昭和の森）
23（火）タイ・台北視察報告会（カルチャー）
24（水）県議長会主催町村議員研修会（吉岡文化センター）
26（金）県民体育大会団結式（県民局）

JA合併20周年記念祝賀会（グリーンベル）
27（土）防火ポスターコンクール表彰式（カルチャー）

利根商モール
草原サミット（上ノ原）

28（日）草原サミットINみなかみ（〜29、藤原小中体育館）
豊楽まつり
月夜野農業まつり

29（月）全国広報研修会（〜30、東京シエーンバッハ砂防）
30（火）熊本県益城町視察来町

議会の動き ＊平成24年８月〜10月
※議会議員および議長が出席した行事

1（水）武尊神社例大祭
2（木）茨城県稲敷市視察来町

藤原湖マラソン実行委員会（観光センター）
3（金）産業観光常任委員会災害調査
5（日）北関東G・G交流大会（緑地）
7（火）産業観光常任委員会少年サッカ一見学（川場）

委員会
利根沼田防犯協会総会（沼田警察）

8（水）タイ洪水復興現地調査視察（〜12）
11（土）取手市花火大会
15（水）戦没者追悼式（県民スポーツセンター）
16（木）みなかみ町花火大会（月中周辺）

８　

月

17（金）利根商議員協議会（利根商）
教育環境特別委員会

22（水）後期高齢者広域連合定例会
9月定例会告示

23（木）9月定例会一般質問締め切り
R291号整備促進期成同盟会役員会

24（金）渋川下新田線期成同盟会総会（高山村）
護国神社みたま祭（高崎）

25（土）赤谷湖上花火大会
26（日）藤原湖マラソンデサント社長来町
27（月）議会運営委員会

議長会
利根地方総合開発協会（文化会館）

29（水）利根川上流域下水道連絡協議会
31（金）知事来町ラフティング体験

1（土）おいで祭り（〜2）

台北駐日経済文化代表処業務部講演会
（猿ヶ京ホテル）

2（日）群馬県支部交流TBG大会（月夜野TBG）
4（火）第5回みなかみ町議会9月定例会（初日）

サロン・ド・G交流会（東京）

９　

月

5（水）第5回みなかみ町議会9月定例会
6（木）第5回みなかみ町議会9月定例会

議会だより編集特別委員会
7（金）第5回みなかみ町議会9月定例会

総務常任委員会
産業観光常任委員会
教育環境特別委員会
秋季ゲートボール大会（月夜野GB）

11（火）福祉パレード
12（水）第5回みなかみ町議会9月定例会（最終日）

議会全員協議会

議会を傍聴して
みませんか？

─お問い合わせは─　議会事務局まで
☎25‐5023（直通）

議会だより編集
特別委員会

◆委 員 長� 阿部　賢一
◆副委員長� 中島　信義
◆委　　員� 小林　　洋　内海　敏久
� 前田　善成　林　　一彦

◆�12月の定例会は、5～14日を予定しております。

訂正とお詫び
　議会だより第28号表紙の写真説明において、『「平標の鐘」から
望む山頂（仙ノ倉山）』とあるのは『「平標の鐘」から望む山頂（エ
ビス大黒）』の誤りでした。訂正してお詫び申し上げます。
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★正解者の中から抽選で5名様に粗品を進呈致します。
　ぜひご応募ください。

問
題

「みなかみ◯湯」◯の中の数字を
アルファベットで答えてください。
　　Ⓐ．15　Ⓑ．18　Ⓒ．8

ハガキに住所・氏名・答えを記入して下記宛にご応募ください。
　〒379-1393　群馬県利根郡みなかみ町後閑318　
　みなかみ町議会事務局　議会だより「ふるさとクイズ」係
締切：平成24年11月30日（当日消印有効）
※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせて頂きます。

応募の
きまり

　

郡
民
体
育
大
会
が
華
や
か

だ
っ
た
頃
、
現
在
の
み
な
か

み
町
（
三
ケ
町
村
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
予
選
で
負
け
続
け
、

決
勝
当
日
は
審
判
員
と
し
て

参
加
す
る
屈
辱
が
数
年
続
き

ま
し
た
。
そ
の
悔
し
さ
か
ら

「
西
部
三
ヶ
町
村
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
」
が
生
ま
れ
、
共

に
身
近
な
ラ
イ
バ
ル
と
し
て

少
し
づ
つ
力
を
蓄
え
、
郡
民

大
会
が
無
く
な
る
ま
で
の

十
八
年
問
、
優
勝
旗
は
現
在

の
み
な
か
み
町
が
持
ち
帰
る

Let's バドミントン
新治バドミントンクラブ
副部長 関 　 幸 子（下新田）

手
軽
に
で
き
、
天
候
に
は
左

右
さ
れ
ず
、
少
人
数
で
年
齢

に
も
関
係
な
く
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
健
康
の
維
持

や
ス
ト
レ
ス
解
消
、
ま
た
ダ

イ
エ
ッ
ト
と
し
て
も
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
決
勝
を
目
に
し
、
あ
れ
ほ

ど
の
プ
レ
ー
は
簡
単
に
は
で

き
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
庭
先
で
の
羽
根

突
き
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
を
よ
り

多
く
の
人
に
伝
え
、
将
来
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
で
き
る

よ
う
な
選
手
も
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
興
味
の

あ
る
子
供
達
も
い
つ
で
も
参

加
し
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

尚
、
新
治
地
区
で
は
新
治

小
学
校
体
育
館
、
月
夜
野
地

区
で
は
、
み
な
か
み
町
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

●
教
室
連
絡
先

☎
六
四
‐
〇
四
八
六

と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

い
つ
の
日
か
ま
た
復
活
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
部
員
は
、
近
隣
市

町
村
の
方
も
お
り
、
大
会
を

目
的
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

健
康
維
持
の
た
め
に
楽
し
く

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
最
新

の
調
査
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生

活
に
取
り
入
れ
て
い
る
人
口

が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
記

事
を
目
に
し
ま
し
た
。
本
来

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
ラ
ケ
ッ

ト
と
靴
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

異
な
る
噂
が
囁
か
れ
、
新
人

が
敬
遠
し
、
気
が
つ
け
ば
平

均
年
齢
は
四
十
五
才
を
越
え
、

上
昇
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま

す
。

　

郡
民
大
会
は
平
成
十
六
年

に
消
滅
し
ま
し
た
が
、
現
在

も
、「
県
民
体
育
大
会
予
選

会
」
と
い
う
形
で
、
毎
年
九

月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
各
町
村
の
重
い
期

待
を
背
負
い
な
が
ら
戦
っ
た

町
村
対
抗
の
郡
民
大
会
は
、

苦
し
い
な
が
ら
も
充
実
し
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
む
参
加
者

新
治
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ち

な
み
に
新
治

チ
ー
ム
は

十
五
連
覇
を

達
成
し
ま
し

た
。

　

そ
の
頃
の

練
習
が
と
て

も
厳
し
く
見

え
た
の
で

し
ょ
う
、
巷

で
は
、
今
で

も
「
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
は
練
習
が

厳
し
い
」
と

言
う
事
実
と




